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私
た
ち
は
一
九
八
七
年
七

月
に
「
第
一
回
つ
ど
い
」
を

東
京
で
開
催
し
て
以
来
、
今

年
で
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
節
目
の
年
に
、
第

十
八
回
「
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す
。

今
年
の
「
つ
ど
い
」
は

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
平
和
憲
法
、
Ｎ

Ｏ
核
兵
器
、
二
十
周
年
に
向

け
て
新
た
な
決
意
IN
京
都
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
核
兵

器
廃
絶
へ
の
道
筋
と
運
動
の

視
点
、
憲
法
九
条
と
ア
ジ
ア

の
平
和
を
ど
う
考
え
る
の
か

な
ど
を
探
る
企
画
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

米
国
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権

は
、
い
ま
も
み
ず
か
ら
の
核

兵
器
は
、「
予
見
し
得
る
将

来
に
わ
た
る
安
全
の
保
障
」

と
居
直
り
、
全
核
兵
器
体
系

を
、
よ
り
小
型
で
高
性
能
の

核
装
備
に
置
き
換
え
る
新
型

核
開
発
構
想
に
着
手
す
る
な

ど
、
横
暴
な
態
度
を
取
り
続

け
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
が
強
引
に
推
し

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
憲
法

改
悪
は
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の

力
の
秩
序
に
、
世
界
の
「
未

来
」
を
見
出
し
、
日
本
を
そ

の
「
副
官
」
に
し
た
て
あ
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軍
事
大

国
願
望
を
か
な
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
私
た
ち

は
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
に
よ
る
核

廃
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
」
な
ど
、
平
和
秩
序

を
め
ぐ
る
世
界
的
な
流
れ
の

中
で
核
兵
器
廃
絶
を
し
っ
か

り
と
提
起
し
続
け
、
平
和
を

願
う
世
界
と
日
本
の
広
範
な

世
論
を
結
集
し
、
憲
法
九
条

と
非
核
三
原
則
に
も
と
づ
く

非
核
平
和
の
日
本
を
実
現
す

る
た
め
の
運
動
を
い
っ
そ
う

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
皆
さ
ん
が
、「
第
十

八
回
つ
ど
い
」
に
参
加
さ
れ
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
と
日
本

を
実
現
す
る
た
め
に
、
知
恵

と
力
を
結
集
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
心
か
ら
よ
び
か
け
ま

す
。ま

た
、
例
年
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、「
第

十
八
回
つ
ど
い
」
の
成
功
の

た
め
、
今
年
も
募
金
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
n
o
-

nukes.doc-net.or.jp/

）
上

で
随
時
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

二
〇
〇
七
年
六
月

児
島
　
徹
（
反
核
医
師
の

会
代
表
世
話
人
）

中
川
　
武
夫
（
同
　
代
表

世
話
人
）

山
上
　
紘
志
（
同
　
代
表

世
話
人
・
「
第
十
八
回

つ
ど
い
」
実
行
委
員
長
）

「つどい in 京都」への参加を

よびかけるチラシ

募金振込は、下記の口座をご利用ください。

◇りそな銀行　新都心営業部
普通　１５５７５０２　「反核医師　医学者の集い」

◇郵便振替　００１７０－７－５６７６４　「反核医師・
医学者のつどい」
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第
十
八
回
「
核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め

る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」
が
九
月
二
十
三
日
、
二
十

四
日
に
京
都
市
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
近
畿
各
府
県

か
ら
集
ま
り
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
準
備
が
着
々
と

す
す
ん
で
い
る
。
実
行
委
員
会
は
、
つ
ど
い
二
十
周
年
に

ふ
さ
わ
し
く
成
功
さ
せ
た
い
と
、
積
極
的
な
参
加
と
支
援

が
よ
り
び
か
け
て
い
る
。

第18回 核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める
医師・医学者のつどい／20周年記念行事

「命を守る医師は、核兵器を許せない」との思いから、私たちが活動をはじめてから20年。あらためて「核兵
器廃絶の条件」「東アジアの非核と平和の実現は」などをテーマに、つどいを企画しました。オーストラリア
からIPPNWのラフ氏を招聘するとともに、シンポジウムで東アジアの非核、平和を考えます。オプション企
画やレセプションも充実の「反核医師・医学者のつどい」に多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

9月23日（日・休）立命館大学・衣笠キャンパス
京都市北区等持院北町56-1 TEL：075-465-1111（代表）

10：30～　オプション企画／立命館大学・平和ミュージアム見学会

13：00～　全体会／立命館大学・敬学館230教室
20周年を迎えた私たちの取り組みと課題

特別講演「JPPNWの活動」
片岡勝子 JPPNW（核戦争防止国際医師会議日本支部）事務総長・広島大学名誉教授

15：30～　記念講演「核は廃絶できる　I can, You can, We all can」
ティルマン・アルフレッド・ラフ IPPNW（核戦争防止国際医師会議）オーストラリア代表、メルボル

ン大学ニューノッサル世界保健研究所准教授、オーストラリア赤十
字国際局医療アドバイザー、太平洋諸島諸国における防疫計画に関
し、ユニセフ、世界保健機構のテクニカルアドバイザーを務める。

18：00～　レセプション　リーガロイヤルホテル京都

9月24日（月・休）京都産業会館・シルクホール
京都市下京区・四条烏丸西入ル　TEL：075-211-8341

10：00～　市民公開シンポジウム（一般参加無料）
「東アジアの非核、安全保障と日本国憲法」

「アメリカの核戦略～MD構想とスターウォーズ」 藤岡　惇（立命館大学教授）
「大国、中国と東アジア関係からみた問題提起」 大西　広（京都大学教授）

「朝鮮半島と日本
～平和、友好、和解に必要なものは？」 徐　勝（立命館大学教授、コリア研究センター長）

「日本の核武装！？」 冨田　宏治（関西学院大学教授）

●主催／全国反核医師の会、第18回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医学者のつどい実行委員会

●連絡先＝全国反核医師の会　〒151-0053 東京都渋谷区代々木2－5－5 新宿農協会館　TEL03-3375-5121
FAX03-3375-1885 全国保険医団体連合会

つどい実行委員会　〒650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2－31神戸フコク生命海岸通ビル5階
TEL078-393-1801 FAX078-393-1802 兵庫県保険医協会

LOVE 平和憲法、NO 核兵器

20周年に向けて新たな決意

第18回つどい成功のため
皆さんの参加とご支援をよびかけます

IPPNW（核戦争防止国際医師会議）オーストラリア代表、メルボル
ン大学ニューノッサル世界保健研究所准教授、オーストラリア赤十
字国際局医療アドバイザー、太平洋諸島諸国における防疫計画に関
し、ユニセフ、世界保健機構のテクニカルアドバイザーを務める。
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査
で
終
わ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。「
救
護
で
入
市
し
た

人
に
栄
養
状
態
の
悪
さ
や
伝
染

病
は
考
え
に
く
い
。
残
留
放
射

能
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

核
戦
争
に
反
対
す
る
北
海
道

医
師
・
歯
科
医
師
の
会
は
、
七

月
一
日
、
札
幌
市
内
で
第
十
九

回
定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

前
半
の
記
念
講
演
で
は
、
矢
ヶ

崎
克
馬
琉
球
大
教
授
が
、「
内

部
被
曝
―
原
爆
・
劣
化
ウ
ラ
ン

兵
器
と
人
類
へ
の
宿
題
―
」
と

題
し
て
講
演
し
約
三
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

矢
ヶ
崎
先
生
は
本
題
に
入
る

前
に
、
沖
縄
に
あ
る
米
軍
基
地

原
爆
症
集
団
訴
訟
は
大
阪
、

広
島
の
全
面
勝
訴
に
つ
い
で
名

古
屋
、
東
京
、
仙
台
で
も
実
質

勝
訴
の
判
決
が
出
さ
れ
た
。
し

か
し
国
は
控
訴
し
、
審
査
の
指

針
と
し
て
い
る
被
曝
線
量
計
算

式
Ｄ
Ｓ
86
な
ら
び
に
癌
発
症
の

「
原
因
確
率
」
の
信
憑
性
と
残

留
放
射
線
、
内
部
被
曝
の
人
体

へ
の
影
響
が
引
き
続
き
争
点
と

な
る
。
六
月
二
十
日
現
在
、
五

高
裁
、
十
五
地
裁
で
二
百
六
十

三
人
の
た
た
か
い
と
な
っ
て
お

り
、
七
月
三
十
日
に
は
熊
本
地

裁
で
判
決
が
出
さ
れ
る
。

自
民
党
の
原
爆
被
爆
者
対
策

小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
六
月

十
一
日
に
広
島
を
訪
れ
被
爆
者

と
懇
談
し
た
。
寺
田
稔
事
務
局

長
は
「
厚
労
省
の
不
作
為
、
意

図
的
な
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
だ
。
援

護
法
改
正
に
む
け
て
議
員
立
法

も
視
野
に
い
れ
る
」と
述
べ
た
。

中
国
新
聞
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｃ
に
勤
務
し
て
い
た
玉
垣
秀

也
医
師
は
一
九
五
〇
年
代
前
半

に
入
市
、
救
護
に
よ
る
被
曝
で

残
留
放
射
線
の
影
響
が
疑
わ
れ

る
四
十
二
名
の
調
査
を
お
こ
な

い
、
脱
毛
、
歯
茎
出
血
な
ど
急

性
症
状
と
見
ら
れ
る
例
が
あ
り

報
告
書
に
ま
と
め
た
が
米
国
原

子
力
委
員
会
の
反
対
で
予
備
調

い
と
今
で
も
思
う
」
と
語
っ
て

い
る
。

高
齢
で
病
弱
の
原
告
に
と
っ

て
裁
判
の
長
期
化
は
回
避
し
た

い
。
国
が
控
訴
を
取
り
下
げ
、

原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的
改

革
に
一
刻
も
は
や
く
着
手
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

鎌
田
七
男
広
大
名
誉
教
授
は

昨
年
の
原
爆
後
障
害
研
究
会
で

八
月
六
日
に
入
市
し
た
被
爆
者

は
白
血
病
の
発
症
が
通
常
の
三

倍
で
あ
る
と
報
告
し
た
が
今
年

の
研
究
会
で
続
報
を
お
こ
な
っ

た
。原

爆
放
射
線
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

三
分
の
二
を
占
め
る
残
留
放
射

線
に
よ
る
障
害
調
査
が
少
な
い

の
は
私
を
含
め
て
科
学
者
の
怠

慢
で
あ
っ
た
。
早
期
入
市
者
で

は
、
京
都
帝
大
調
査
で
二
十
名

中
三
名
が
白
血
球
二
千
〜
三
千

に
減
少
、
中
国
軍
管
区
軍
医
部

報
告
で
当
日
入
市
者
百
三
十
六

名
中
八
十
九
名
に
白
血
球
二
千

五
百
〜
五
千
に
減
少
な
ど
の
事

例
が
あ
る
。
白
血
球
四
千
以
下

へ
の
減
少
は
〇
・
五
SV
以
上
の

被
曝
が
考
え
ら
れ
る
。
至
近
距

離
の
地
下
室
で
被
爆
し
て
市
外

に
逃
げ
た
者
の
染
色
体
異
常
率

調
査
で
は
〇
・
九
〜
三
・
三
SV

の
被
曝
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

地
下
室
で
の
被
曝
線
量
は
計
算

困
難
で
あ
る
が
、
逃
避
経
路
、

着
衣
、
靴
な
ど
の
違
い
で
〇
・

五
SV
以
上
の
残
留
放
射
線
被
曝

を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｄ
Ｓ
86
は
ネ
バ
ダ
砂
漠
を
模

し
た
計
算
で
あ
り
土
壌
の
残
留

放
射
線
し
か
書
か
れ
て
い
な

い
。
当
時
広
島
に
は
社
会
が
営

ま
れ
て
い
た
た
め
、各
種
金
属
、

人
間
の
死
体
も
強
く
放
射
化
さ

れ
た
。
電
柱
の
碍
子
に
使
用
さ

れ
た
硫
黄
が
中
性
子
に
よ
っ
て

放
射
化
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
半
減
期
は
十
四
日
に

お
よ
ぶ
。
人
骨
の
燐
も
半
減
期

が
十
四
日
で
、
八
月
二
十
七
日

の
測
定
で
通
常
の
十
〜
百
倍
の

放
射
能
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
残
留
放
射
線
が
白

血
病
過
剰
発
症
に
寄
与
し
た
可

能
性
が
あ
る
。

原
爆
症
認
定
は
月
一
回
、
厚

労
省
で
審
査
さ
れ
て
い
る
。
昨

年
度
は
五
百
七
十
一
件
の
審
査

を
お
こ
な
い
百
二
十
三
件
を
認

定
し
て
認
定
率
二
一
・
五
％
で

あ
っ
た
。
審
査
数
、
認
定
数
は

こ
の
六
年
間
で
最
低
、
認
定
率

は
二
〇
〇
二
年
度
の
一
九
％
に

つ
い
で
低
か
っ
た
。
疾
患
別
で

は
悪
性
疾
患
百
一
勝
二
百
八
十

三
敗
（
二
六
％
）
血
液
疾
患
十

七
勝
十
七
敗
（
五
〇
％
）
甲
状

腺
機
能
障
害
五
勝
二
十
一
敗

（
一
九
％
）
視
力
障
害
一
勝
十

四
敗
（
七
％
）
肝
障
害
〇
勝
三

十
二
敗
　
そ
の
他
〇
勝
八
十
一

敗
で
あ
っ
た
。

十
二
月
審
査
会
で
は
東
京
高

裁
判
決
で
退
け
ら
れ
た
慢
性
Ｃ

型
肝
炎
に
関
す
る
戸
田
剛
太
郎

氏
の
主
張
を
あ
ら
た
め
て
国
の

審
査
指
針
と
し
、
Ｃ
型
肝
炎
は

放
射
線
起
因
性
が
な
い
と
し

た
。
二
〇
〇
七
年
一
月
に
肝
機

能
障
害
二
年
分
三
十
二
件
を
ま

と
め
て
審
査
し
て
す
べ
て
を
却

下
と
し
て
い
る
。（
前
年
度
ま

で
の
五
年
間
で
は
百
二
十
六
件

審
査
し
て
五
件
を
認
定
し
て
い

る
）意

見
書
の
書
式
か
ら
「
治
癒

能
力
が
原
爆
の
影
響
を
う
け
て

い
る
旨
」
を
な
く
し
て
「
放
射

線
に
起
因
す
る
旨
」に
限
定
し
、

新
た
に
「
起
因
性
の
根
拠
を
記

入
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十

一
月
二
十
四
日
か
ら
十
二
月
二

十
五
日
ま
で
書
式
変
更
に
関
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
厚

労
省
Ｈ
Ｐ
で
募
集
さ
れ
原
爆
症

訴
訟
を
支
援
す
る
医
師
た
ち
が

変
更
反
対
の
意
見
を
あ
げ
た
。

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

矢
ヶ
崎
克
馬
琉
球
大
教
授
が

記
念
講
演

北海道の総会で講演する矢ヶ崎克馬氏（右端）

＝７月１日、札幌市

原
爆
症
集
団
訴
訟
の
動
き

原
爆
症
認
定
昨
年
度
は
最
低

原
爆
症
申
請
医
師
意
見
書

改
悪
さ
れ
る

「
残
留
放
射
線
障
害
を

調
査
し
な
か
っ
た
の
は

科
学
者
の
怠
慢
」

鎌
田
七
男
氏
が
原
爆
後
障

害
研
究
会
で
報
告

原
爆
症
集
団
訴
訟
広
島
高
裁
控
訴
審
開
始

（
二
〇
〇
七
年
二
月
十
四
日
）

北
海
道
の
会
で
総
会

原
爆
症
集
団
訴
訟
の

現
状
と
問
題
点

の
現
状
や
「
集
団
自
決
」
記
述

削
除
問
題
に
ふ
れ
、「
沖
縄
で

は
戦
後
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

被
曝
に
は
外
部
被
曝
と
内
部

被
曝
が
あ
り
、
原
爆
の
被
爆
量

評
価
に
関
し
て
、
Ｄ
Ｓ
86
で
は

初
期
放
射
線
し
か
も
γ
線
の
み

が
評
価
さ
れ
、
放
射
線
降
下
物

や
残
留
放
射
線
が
意
図
的
に
無

視
さ
れ
て
来
た
と
指
摘
し
ま
し

た
。国

際
放
射
線
防
護
委
員
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
も
防
護
基
準
を

作
る
過
程
で
内
部
被
曝
を
無
視

し
、「
経
済
的
・
社
会
的
要
因

を
考
慮
し
て
」策
定
し
た
た
め
、

非
科
学
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
述
べ
、
欧
州
放
射
線
リ
ス

ク
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｒ
）
は
こ

の
基
準
を
批
判
し
、
一
九
四
五

年
か
ら
九
九
年
ま
で
に
、
核
実

験
や
原
発
で
ど
れ
だ
け
の
人
が

死
ん
だ
か
統
計
を
出
し
て
い
る

が
、
実
に
六
千
百
六
十
一
万
九

千
人
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
基

準
で
は
百
十
四
万
三
千
人
で
五

十
数
倍
の
差
が
あ
る
。
放
射
線

科
学
が
帝
国
主
義
的
に
支
配
さ

れ
て
き
て
、
そ
れ
に
対
し
て
科

学
の
独
立
戦
争
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
結
び
ま
し
た
。

後
半
の
議
事
で
は
、
方
針
案

と
新
役
員
を
全
会
一
致
で
確

認
、
会
長
に
福
地
保
馬
北
大
名

誉
教
授
を
再
選
し
ま
し
た
。
被

爆
者
を
代
表
し
て
、
原
爆
症
認

定
訴
訟
の
原
告
団
長
で
も
あ
る

安
井
晃
一
さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
決
議
（
全
道
の
医
師
・

歯
科
医
師
ら
へ
の
訴
え
）
と
緊

急
ア
ピ
ー
ル
「
久
間
防
衛
相
の

原
爆
投
下
容
認
発
言
に
厳
重
抗

議
し
、
辞
職
を
求
め
ま
す
」
を

採
択
し
ま
し
た
。

（
北
海
道
の
会
事
務
局
長
　
塩

川
哲
男
）

し
か
し
広
島
市
の
原
爆
被
害
対

策
部
に
よ
る
と
十
二
月
二
十
八

日
付
け
の
官
報
で
突
然
変
更
が

通
知
さ
れ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
が
募
集
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら

な
か
っ
た
と
い
う
。
訴
訟
で
連

敗
し
な
が
ら
認
定
の
門
戸
を
さ

ら
に
狭
め
る
被
爆
者
行
政
は
許

し
が
た
い
。

反
核
医
師
の
会
　
青
木
克
明
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六
月
三
十
日
（
土
）、
和
歌

山
市
の
勤
労
者
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
第
十
九
回
核
戦
争
防
止
和

歌
山
県
医
師
の
会
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
会
で
は
二
〇
〇

六
年
度
の
総
括
、
二
〇
〇
七
年

度
の
方
針
、
新
役
員
体
制
を
確

た
。直

野
章
子
氏
（
九
州
大
学
大

学
院
准
教
授
）
の
講
演
と
シ
ン

ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
横
井

久
美
子
さ
ん
の
歌
に
よ
る
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
企
画
で
、

そ
れ
ぞ
れ
分

野
の
違
う
二

人
を
繋
ぐ
糸

は
被
爆
者
に

寄
り
添
い
被

爆
者
の
「
命

を
か
け
た
闘

五
月
二
十
日
（
日
）、
千
葉

市
内
に
お
い
て
核
戦
争
防
止
千

葉
県
医
師
の
会
第
二
十
四
回
総

会
が
開
か
れ
た
。

冒
頭
挨
拶
に
た
っ
た
松
尾
洋

一
郎
代
表
世
話
人
は
、「
国
は

改
憲
に
向
け
て
国
民
投
票
法
を

成
立
さ
せ
、
教
育
の
面
で
も
愛

国
心
を
持
ち
出
す
な
ど
、
お
か

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
指

摘
す
る
と
と
も
に
、「
十
四
年

前
に
四
団
体
で
始
め
た
平
和
の

た
め
の
催
し
が
、
今
で
は
三
十

団
体
が
結
集
し
、
ピ
ー
ス
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
毎
年
開

催
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
平
和

を
求
め
て
小
さ
な
力
を
結
集
し

て
草
の
根
で
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
を
行
っ
た
。

総
会
の
討
論
で
は
、
千
葉
地

裁
で
争
わ
れ
て
い
る
原
爆
症
認

定
集
団
訴
訟
が
、
同
時
期
に
始

ま
っ
た
東
京
・
名
古
屋
地
裁
で

は
既
に
勝
利
判
決
が
出
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
被
告
で
あ
る
国
の

裁
判
引
き
伸
ば
し
と
も
い
え
る

カ
ル
テ
提
出
や
主
治
医
尋
問
な

ど
の
要
求
で
な
か
な
か
結
審
に

至
ら
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
な

ど
の
報
告
が
さ
れ
る
と
と
も

に
、
九
月
十
八
日
の
口
頭
弁
論

で
主
治
医
と
し
て
尋
問
を
受
け

る
高
橋
世
話
人
へ
の
激
励
と
と

も
に
、
公
正
・
公
平
な
司
法
の

判
断
が
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き

こ
の
裁
判
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
五
月
下
旬
、
韓
国
で
初
め

て
反
核
平
和
の
大
集
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
参

加
す
る
千
葉
県
の
青
年
へ
の
募

金
の
訴
え
も
行
わ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
①
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

の
活
動
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
九
月
に
開
催
さ
れ
る
「
医

師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」
に
代

表
派
遣
す
る
②
原
爆
症
認
定
集

団
訴
訟
の
支
援
③
憲
法
九
条
の

改
定
を
阻
止

す
る
運
動
を

進
め
る
④
他

団
体
と
の
協

力
・
協
同
の

活
動
の
推
進

な
ど
、
二
〇

〇
七
年
度
の

活
動
方
針
を

決
定
し
た
。

当
日
は
、総
会
に
先
立
っ
て
、

八
月
六
日
に
広
島
で
被
爆
し
た

後
、
九
日
に
ま
た
長
崎
で
二
度

も
被
爆
し
た
七
名
の
方
の
証
言

を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
「
二
重
被

爆
」
を
上
映
し
た
。

に
中
京
大
学
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
で

『
語
り
と
歌
で
つ
づ
る
被
爆
者

の
願
い
』の
つ
ど
い
を
開
催
し
、

こ
れ
に
は
医
師
二
十
三
人
を
含

む
市
民
ら
百
人
余
り
が
参
加
し

い
」
を
支
援
す
る
こ
と
。
講
演

と
歌
の
間
に
行
っ
た
短
い
対
談

の
中
で
、
二
人
は
「
被
爆
者
に

こ
れ
以
上
闘
い
を
強
い
る
の
は

酷
で
は
な
い
か
と
思
う
。で
も
、

立
ち
向
か
っ
て
い
く
被
爆
者
か

ら
私
た
ち
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
っ
て
い
る
」と
話
し
合
っ
た
。

被
爆
者
の
基
本
要
求
は
、

主
権
在
民
に
根
ざ
す
も
の

直
野
さ
ん
は
「
原
爆
被
爆
者

の
要
求
と
日
本
国
憲
法
」
と
題

し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く

る
な
」「
つ
ぐ
な
っ
て
く
れ
」

と
い
う
の
は
被
爆
者
の
基
本
要

求
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
政
府

は
、「
戦
争
被
害
を
受
け
た
の

は
被
爆
者
だ
け
で
は
な
い
。
す

べ
て
の
国
民
は
こ
れ
を
等
し
く

受
忍
す
べ
き
も
の
」
と
「
受
忍

原
爆
症
集
団
訴
訟
の

支
援
を
重
点
に

愛知県の会

千
葉
県
の
会
で
総
会

徴兵制はなくても
戦争はできる

本当の敵は「国民の無関心」

和歌山県の会の総会での講演から

愛
知
の
核
戦
争
に
反
対
す
る

医
師
の
会
は
結
成
二
十
五
周
年

を
記
念
し
て
、
六
月
二
日
（
土
）

認
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

総
会
の
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
堤
未
果
さ
ん
を
迎
え
て
、

「
ア
メ
リ
カ
格
差
社
会
に
見
る

日
本
の
近
未
来
―
私
た
ち
市
民

の
武
器
と
は
―
」
と
題
し
た
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員

十
八
名
、
他
一
般
市
民
の
参
加

を
含
め
百
八
十
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
後
日
、
一
般
の
参
加
者

か
ら
激
励
の
電
話
が
入
る
な

ど
、
参
加
者
に
共
感
と
勇
気
、

希
望
を
わ
か
せ
る
す
ば
ら
し
い

講
演
で
し
た
。
以
下
、
講
演
の

要
点
の
み
紹
介
し
ま
す
。

9
・
11
と
の
遭
遇

堤
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後

「
豊
か
な
国
・
自
由
な
国
」
ア

メ
リ
カ
に
憧
れ
て
渡
米
。
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
に
入
学
。
卒
業
後
は

国
連
活
動
を
通
じ
て
、
世
界
の

戦
争
や
紛
争
の
現
状
に
つ
い
て

学
ば
れ
る
。
し
か
し
平
和
な
自

分
の
生
活
に
は
戦
争
は
全
く
無

縁
と
確
信
し
て
お
ら
れ
た
。
そ

の
矢
先
に
起
こ
っ
た
の
が
二
〇

〇
一
年
九
月
十
一
日
の
貿
易
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
崩
壊
の
テ
ロ
事
件

で
あ
っ
た
。
当
時
、
数
メ
ー
ト

ル
し
か
離
れ
て
い
な
か
っ
た
ビ

ル
で
勤
務
さ
れ
て
お
り
、「
平
和

な
国
」
ア
メ
リ
カ
で
い
っ
た
い

何
が
起
こ
っ
た
の
か
全
く
わ
か

ら
ず
、
必
死
の
思
い
で
脱
出
さ

れ
た
と
。事
件
そ
の
も
の
よ
り
、

堤
さ
ん
は
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ

の
変
貌
に
恐
怖
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
メ
デ

ィ
ア
は
意
図
的
に
恐
怖
心
を
煽

り
、
住
民
は
護
身
の
た
め
に
銃

を
買
い
あ
さ
り
、
そ
れ
ま
で
の

ア
メ
リ
カ
社
会
と
は
違
う
社
会

に
一
転
し
て
し
ま
っ
た
。

帰
国
・
憲
法
九
条

帰
国
後
、
戦
争
を
し
な
い

国
・
日
本
の
憲
法
九
条
の
重
要

性
を
再
認
識
さ
れ
、
平
和
の
尊

さ
を
実
感
さ
れ
た
と
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
を
克
服
さ
れ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
転
職
し
、
ア
メ
リ
カ
で
の

取
材
を
旺
盛
に
行
う
。
そ
れ
を

ま
と
め
た
の
が
「
報
道
が
教
え

て
く
れ
な
い
ア
メ
リ
カ
の
弱
者

革
命
」
で
あ
る
。

作
り
出
さ
れ
る
兵
士
の

実
態世

界
の
富
の
四
分
の
一
を
所

有
す
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
三
千

百
万
人
の
国
民
が
飢
え
て
い

る
。
十
人
に
一
人
は
政
府
発
行

論
」
を
押
し
付
け
て
き
た
。
こ

れ
は
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
真

っ
向
か
ら
対
立
す
る
。
そ
の
根

底
に
は
、「
国
家
の
非
常
事
態

の
た
め
に
は
命
も
差
し
出
せ
」

と
強
要
し
た
明
治
憲
法
と
同
じ

思
想
が
流
れ
て
い
る
。
戦
後
勝

ち
取
っ
た
日
本
国
憲
法
は
、
国

民
に
「
主
権
在
民
」
に
よ
る
基

本
的
人
権
を
保
障
し
て
い
る
で

は
な
い
か
。

こ
の
「
受
忍
論
」
は
残
留
孤

児
や
韓
国
・
台
湾
な
ど
の
〝
元

日
本
人
〞
に
も
強
要
し
た
ま
ま

撤
回
さ
れ
ず
、
裁
判
で
も
敗
訴

し
た
。
も
と
も
と
戦
争
が
な
け

れ
ば
原
爆
被
害
も
戦
争
被
害
も

起
こ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
。

「
こ
れ
に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向

か
っ
た
の
が
被
爆
者
な
の
で

す
」
と
直
野
さ
ん
は
強
調
し
、

「
こ
の
闘
い
の
先
頭
に
い
つ
ま

で
も
年
老
い
た
被
爆
者
を
経
た

せ
る
の
で
は
な
く
、
戦
争
や
被

爆
を
体
験
し
て
い
な
い
若
い
世

代
が
引
き
継
い
で
経
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
」
と
訴
え

た
。

♪
に
ん
げ
ん
を
か
え
せ

横
井
さ
ん
は
、
被
爆
者
に
共

感
し
各
地
の
原
爆
症
認
定
集
団

訴
訟
に
ギ
タ
ー
を
抱
え
て
駆
け

つ
け
支
援
活
動
を
し
て
い
る
被

爆
者
と
の
関
わ
り
や
、
勇
気
づ

け
ら
れ
る
体
験
を
語
り
、「
ち

ち
を
か
え
せ
　
は
は
を
か
え

せ
」
で
始
ま
る
原
爆
詩
人
峠
三

吉
の
詩
を
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・

グ
レ
イ
ス
」
の
メ
ロ
デ
ィ
に
乗

せ
て
「
に
ん
げ
ん
を
か
え
せ
」

な
ど
六
曲
を
歌
い
上
げ
た
。

の
食
料
受
給
切
符
で
飢
え
を
凌

い
で
い
る
。

二
〇
〇
二
年
に
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
は
、
教
育
改
革
法
に
て
教
育

に
競
争
原
理
を
持
ち
込
み
、
お

ち
こ
ぼ
れ
学
生
を
政
策
的
に
生

み
出
し
た
。
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト

し
た
学
生
は
、
軍
の
リ
ク
ル
ー

タ
ー
に
よ
っ
て
入
隊
の
誘
い
に

乗
せ
ら
れ
る
。
大
学
入
学
の
学

費
と
引
き
替
え
で
あ
る
。
貧
困

層
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
お
金

を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今

ま
で
高
校
生
で
あ
っ
た
若
者
が

い
き
な
り
イ
ラ
ク
で
人
殺
し
を

行
う
。
徴
兵
制
が
な
く
て
も
格

差
社
会
を
利
用
す
る

こ
と
で
戦
争
が
で
き

る
仕
組
み
で
あ
る
。

若
者
は
帰
還
し
て
も

社
会
復
帰
で
き
ず
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
り
、
大

学
卒
業
で
き
る
学
生

は
僅
か
一
五
％
で
あ

る
。
帰
還
兵
全
体
で

五
十
万
人
が
離
婚
や

就
職
で
き
ず
ホ
ー
ム

レ
ス
に
な
っ
て
い

る
。
ホ
ー
ム
レ
ス
の
一
四
％
以

上
に
も
達
す
る
。
イ
ラ
ク
兵
の

六
人
に
一
人
は
重
度
の
精
神
障

害
を
有
す
る
。
一
方
で
イ
ラ
ク

で
自
分
が
行
っ
て
い
る
行
為
に

誇
り
を
持
て
ず
、
除
隊
希
望
の

若
者
が
増
え
て
い
る
が
、
彼
ら

に
は
「
非
国
民
」
の
レ
ッ
テ
ル

が
貼
ら
れ
、
再
就
職
が
で
き
な

い
。

無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い

日
本
も
教
育
基
本
法
を
改

悪
、
競
争
原
理
導
入
し
、
ア
メ

リ
カ
版
を
作
り
出
そ
う
と
し
て

い
る
。
格
差
は
年
々
拡
大
し
続

け
て
い
る
。堤
さ
ん
の
取
材
に
、

元
イ
ラ
ク
派
遣
兵
は
「
本
当
の

敵
は
国
民
の
無
関
心
だ
」
と
答

え
た
そ
う
で
あ
る
。
我
々
も
日

本
国
民
も
同
じ
で
は
な
い
か
。

（
運
営
委
員
　
古
田
光
明
）

被爆者に光をあてて、

結成25周年のつどい

千葉県の総会で
冒頭挨拶にたった
松尾洋一郎代表世話人

和歌山県の総会で講演する
ジャーナリスト・堤未果氏

「語りと歌でつづる被爆者
の願い」のつどいで
講演する直野章子氏
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後
生
ま
れ
で
も
、
被
爆
経
験

が
な
く
と
も
こ
の
苦
悩
を
共

有
す
る
こ
と
で
運
動
は
進
め

ら
れ
る
と
。
し
か
し
そ
こ
に

立
ち
は
だ
か
る
も
の
は
、
御

用
学
者
、お
粗
末
な
デ
ー
タ
、

何
よ
り
も
あ
ま
り
に
冷
た
い

政
府
の
態
度
。
著
者
の
筆
は

力
強
く
進
む
。〝『
原
爆
症
』

に
つ
い
て
私
た
ち
が
信
じ
ら

れ
る
も
の
、
依
拠
す
べ
き
も

の
は
、
原
爆
そ
の
も
の
を
体

験
し
た
被
爆
者
自
身
が
語
る

体
験
、
言
葉
、
そ
し
て
身
体

そ
の
も
の
で
あ
り
…
そ
の
見

極
め
が
で
き
て
い
な
け
れ

ば
、
真
実
を
見
誤
っ
て
し
ま

う
。〞〝
愚
痴
を
言
っ
て
も
何

も
変
わ
ら
な
い
…
自
分
の
心

の
ろ
う
そ
く
に
灯
を
と
も
そ

う
。
行
動
す
る
こ
と
。
自
分

が
変
る
こ
と
。信
じ
る
こ
と
。

そ
し
て
希
望
を
持
つ
こ
と
〞

ぜ
ひ
と
も
多
く
の
方
に
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
被
爆

者
救
済
の
た
め
そ
し
て
何
よ

り
も
二
度
と
こ
の
よ
う
な
過

ち
を
繰
り
返
す
こ
と
の
無
い

よ
う
、
核
廃
絶
に
力
を
あ
わ

せ
て
い
こ
う
。

（
常
任
世
話
人
　
武
村
義
人
）

六
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日

の
二
日
間
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ

原　和人

本
の
紹
介
●

著
者
は
、広
島
県
生
ま
れ
、

神
戸
大
学
医
学
部
卒
業
。
現

在
東
神
戸
診
療
所
所
長
、
兵

庫
県
保
険
医
協
会
理
事
。
核

戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医

師
の
会
運
営
委
員
。
東
神
戸

病
院
と
東
神
戸
診
療
所
の
外

来
で
、
約
二
百
五
十
人
の
被

爆
者
の
主
治
医
と
し
て
活
躍

す
る
。
被
爆
者
検
診
な
ど
で

県
下
約
千
五
百
人
の
被
爆
者

と
関
る
。
著
者
は
二
〇
〇
五

年
大
阪
地
裁
で
行
わ
れ
た
、

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
で
、

証
人
と
し
て
法
廷
に
立
つ
ま

で
に
至
る
と
い
う
大
活
躍
を

し
、
新
た
な
原
爆
症
認
定
に

向
け
相
談
活
動
も
旺
盛
に
行

っ
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
こ

の
運
動
の
集
大
成
と
し
て
、

著
者
が
医
師
と
し
て
ま
た
人

間
と
し
て
、
詳
細
に
か
つ
理

論
的
に
ま
た
あ
る
と
き
は
ウ

エ
ッ
ト
に
、
思
い
の
た
け
を

熱
く
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

被
爆
と
い
う
悲
惨
な
事

実
、
そ
し
て
い
ま
だ
に
そ
の

深
い
傷
を
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
社
会
的
に
も
、
背
負

わ
さ
れ
て
い
る
被
爆
者
の
現

状
。
な
ん
と
し
て
で
も
救
済

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦

武居先生（右）と私。会場で。

去
る
六
月
二
十
一
、
二
十
二

日
の
両
日
、
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
標
記
会
議

が
開
か
れ
た
。
二
日
間
に
わ
た

り
主
と
し
て
北
東
ア
ジ
ア
非
核

兵
器
地
帯
化
を
テ
ー
マ
と
し
て

熱
の
こ
も
っ
た
討
論
が
な
さ
れ

た
。
今
回
の
参
加
者
は
計
八
十

名
余
り
で
あ
っ
た
が
、
う
ち
日

本
代
表
四
十
名
余
と
最
も
多
か

っ
た
。
中
国
・
イ
ン
ド
か
ら
の

参
加
は
な
か
っ
た
が
、
北
朝
鮮

が
学
生
を
含
め
て
五
名
も
の
代

表
を
送
っ
て
き
た
こ
と
は
同
国

の
積
極
的
姿
勢
を
示
す
も
の
と

思
わ
れ
た
。

初
日
の
開
会
総
会
に
モ
ン
ゴ

ル
大
統
領
が
出
席
、
歓
迎
の
挨

拶
を
述
べ
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
を

代
表
し
、
事
務
局
の
ロ
ー
レ
ッ

ツ
氏
が
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
運
動
の
と
り
く
み
に

つ
い
て
述
べ
た
。
長
崎
大
原
研

の
朝
長
教
授
は
、
原
爆
後
障
害

発
症
の
新
知
見
に
つ
い
て
述
べ

た
。
今
回
日
本
の
医
学
生
が
リ

ー
ド
し
て
組
織
さ
れ
た
国
際
医

学
生
グ
ル
ー
プ
（
十
八
名
）
が

活
動
報
告
を
行
っ
た
こ
と
は
印

象
的
で
あ
っ
た
。

二
十
二
日
二
日
目
は
、ま
ず
、

元
東
海
大
教
授
金
子
熊
夫
氏
ら

の
グ
ル
ー
プ
が
以
前
か
ら
構
想

国
が
国
情
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て

い
て
も
、
正
義
と
平
和
の
国
際

法
を
守
り
、
お
互
い
に
対
等
・

平
等
の
立
場
で
意
見
を
述
べ
合

う
べ
き
」
こ
と
を
述
べ
た
。

ン
バ
ー
ト
ル
（
Ｕ
Ｂ
）
で
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
東
ア
ジ
ア
会
議
が
あ

り
、
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
事

前
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
果
た
し
て
会
議
が
ま
っ

と
う
に
開
催
さ
れ
る
の
か
ど
う

か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
予
想

（
期
待
）
に
反
し
て
、
Ｊ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
な
ど
日
本
か
ら
の
参
加
四

十
数
人
を
含
め
て
、
八
十
人
ほ

ど
が
参
加
し
、
二
日
間
み
っ
ち

り
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

反
核
医
師
の
会
か
ら
は
私
と

沖
縄
の
武
居
先
生
の
二
人
だ
け

の
参
加
で
、
前
日
夜
に
Ｕ
Ｂ
に

着
き
、
会
議
終
了
の
翌
日
の
早

朝
Ｕ
Ｂ
を
出
る
と
い
う
強
行
軍

で
、
二
日
間
、
宿
泊
と
会
場
の

チ
ン
ギ
ス
ハ
ン
・
ホ
テ
ル
に
缶

詰
状
態
で
し
た
。

Ｕ
Ｂ
は
、
日
本
の
稚
内
と
同

じ
緯
度
で
、
標
高
千
五
百
メ
ー

ト
ル
の
高
地
に
あ
り
ま
す
。
乾

燥
地
帯
で
、
昼
は
三
十
度
ほ
ど

に
な
り
ま
す
が
、
夜
は
十
度
ほ

ど
に
下
が
り
ま
す
。
ホ
テ
ル
の

ク
ー
ラ
ー
は
、
四
時
か
ら
十
一

時
ま
で
稼
動
で
、
そ
れ
以
外
は

窓
を
開
け
て
過
ご
し
ま
し
た

が
、
夜
に
虫
が
入
っ
て
く
る
こ

と
を
除
け
ば
快
適
で
し
た
。
日

本
で
は
こ
の
時
期
、
除
湿
器
が

必
要
で
す
が
、
Ｕ
Ｂ
で
は
加
湿

器
が
活
躍
し
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
は
ソ
連
圏
の
国
で

し
た
が
、
ソ
連
崩
壊
以
降
は
、

ア
ジ
ア
の
一
員
と
し
て
の
国
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。
核
兵
器

に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
一
国

で
非
核
地
帯
を
宣
言
し
、
国
連

に
も
認
め
さ
せ
、
国
の
安
全
を

保
障
す
る
道
を
模
索
し
て
い
る

こ
と
で
有
名
で
す
。
経
済
的
に

は
中
国
、
韓
国
の
企
業
の
進
出

が
め
ざ
ま
し
く
、
特
に
韓
国
の

企
業
が
目
に
つ
き
ま

し
た
。
急
激
な
市
場

主
義
化
が
貧
富
の
格

差
や
ス
ト
リ
ー
ト
チ

ル
ド
レ
ン
な
ど
の
社

会
問
題
を
発
生
さ
せ

て
い
ま
す
。
日
本
は

経
済
的
な
進
出
だ
け

で
は
な
く
、
砂
漠
化

防
止
な
ど
の
環
境
面

や
医
療
な
ど
の
分
野

で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
組
織
が

積
極
的
に
支
援
し
て

お
り
、
今
日
の
相
撲

人
気
と
あ
わ
せ
て
、

好
感
が
も
た
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

せ
っ
か
く
モ
ン
ゴ
ル
に
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の

大
自
然
の
醍
醐
味
を
経
験
す
る

機
会
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
外
に
出
た
の
は
、
朝
、
一

時
間
ほ
ど
Ｕ
Ｂ
の
中
心
地
を
散

歩
し
た
の
と
、
昼
食
の
た
め
に

ホ
テ
ル
の
近
く
に
食
事
に
出
た

の
と
、
二
日
目
の
夜
の
パ
ー
テ

ィ
の
時
だ
け
で
し
た
。
パ
ー
テ

ィ
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
楽

器
で
あ
る
馬
頭
琴
の
物
悲
し
い

音
色
に
う
っ
と
り
。
ま
た
、
ホ

ー
ミ
ー
と
い
う
一
人
が
二
つ
の

音
色
で
歌
う
歌
い
方
に
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
で

知
り
合
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
に
、

明
日
早
朝
帰
る
予
定
と
話
し
た

ら
、「
せ
っ
か
く
モ
ン
ゴ
ル
に

来
て
い
た
だ
い
た
の
に
申
し
訳

な
い
。
こ
れ
か
ら
市
内
を
案
内

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
、

夜
の
九
時
か
ら
一
時
間
あ
ま
り

タ
ク
シ
ー
で
市
内
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
、

そ
の
日
は
夏
至
で
、
夜
の
十
時

ご
ろ
ま
で
明
る
か
っ
た
の
で
す

が
、
ゲ
ル
が
あ
る
郊
外
に
行
っ

た
時
は
真
っ
暗
で
、「
す
ば
ら

し
い
自
然
で
し
ょ
う
」
と
い
わ

れ
て
も
、
周
り
は
闇
の
中
で
し

た
。
で
も
親
切
な
モ
ン
ゴ
ル
人

に
感
謝
で
す
。

食
事
は
、
ほ
と
ん
ど
ホ
テ
ル

の
食
事
で
、
モ
ン
ゴ
ル
料
理
を

口
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
羊
、
羊
と
期
待
し
ま

し
た
が
、
到
着
の
夜
ホ
テ
ル
で

食
べ
た
羊
肉
入
り
の
ラ
ー
メ
ン

と
、
お
昼
に
ホ
テ
ル
の
近
く
の

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
料
理
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
べ
た
羊
の
焼
肉
を

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
バ
ー
ロ
フ
と

い
う
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
風
ピ
ラ

フ
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

昼
間
に
モ
ン
ゴ
ル
の
自
然
を

堪
能
し
た
い
と
思
っ
た
、
モ
ン

ゴ
ル
ち
ょ
こ
っ
と
旅
で
し
た
。

第
六
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
東
ア
ジ
ア
会
議

（
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
）

に
参
加
し
て

武
居
　
洋
（
常
任
世
話
人
）

右から三人目、モンゴル大統領

発
言
中
の
筆
者

モンゴル
ちょこっと旅
モンゴル
ちょこっと旅

し
て
い
た
核
保
有
国
米
・
ロ
・

中
と
非
核
保
有
国
日
本
・
南
北

朝
鮮
（
北
朝
鮮
は
非
核
で
は
な

く
な
っ
た
）、
そ
れ
に
モ
ン
ゴ

ル
を
加
え
た
北
東
ア
ジ
ア
非
核

兵
器
地
帯
構
想
を
提
案
し
た
。

金
子
氏
は
特
に
南
北
朝
鮮
が
こ

の
構
想
を
支
持
す
る
か
否
か
、

賛
否
を
求
め
た
が
明
確
な
回
答

は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
北
朝
鮮

の
代
表
が
核
兵
器
廃
絶
の
普
及

と
教
育
に
努
力
し
て
い
る
と
述

べ
た
が
、
韓
国
の
代
表
は
、
北

は
南
北
朝
鮮
の
非
核
化
共
同
宣

言
（
一
九
九
一
年
）
に
違
反
し

て
、
核
実
験
を
強
行
し
た
と
強

く
非
難
し
、
両
者
の
議
論
は
か

み
合
わ
な
か
っ
た
。
ピ
ー
ス
デ

ポ
の
梅
林
氏
は
、
世
界
各
地
の

非
核
地
帯
条
約
の
現
状
に
つ
い

て
述
べ
た
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
最
後
は
、
モ
ン
ゴ
ル
一
国
に

よ
る
非
核
地
帯
宣
言
「
非
核
地

位
」
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

最
後
の
ま
と
め
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
小
生
は
、
フ
ロ
ア
か
ら
大
要

「
非
核
地
帯
化
の
交
渉
に
あ
た

っ
て
は
、
す
べ
て
の
交
渉
加
盟

機内から。左上がウランバートル市内

『
原
爆
症
』
罪
な
き
人
の
灯
を
継
い
で

郷
地
　
秀
夫

著
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